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研究分野：社会心理学 
科研費の分科・細目：社会学･社会学 
キーワード：郷土のことわざ、文化圏、社会意識、習俗規範、社会的性格、 

ことわざ創り調査法、｢言の業｣と「事の業」 
 
１．研究計画の概要 
(1)これまで発掘されていない「郷土のことわ
ざ蒐集調査」による地域ごとのことわざ蒐集、 
(2)その文字データ化、(3)さらにそれらの分
析･考察、出版計画などが具体的な研究計画
概要である。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)「郷土のことわざ蒐集調査」は、第 1 次全
国調査を本年度で一応終わらせることが
できる。 

(2)「文字データ化」は、費用がかさみ 60％
位まで、データ化できると考える。しかし、
出来上がった順に出版していくことも考
慮している。 

(3)地域･文化圏の設定という分析作業は、途
に就いたばかりである。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
全体的に７０㌫位の達成度ではなかろう

か。しかし、新たに企画したい調査や分析し
ていくべきデータも増えるばかりである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 一段落としての分析や考察、出版計画など
を実行しなくてはならないが、さらに計画を
深化したいものと考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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